
神奈川県作業療法士会平成 18年度第２回理事会議事録 
日 時：平成 18年７月 18日 

19:05～21:30 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：長谷川 清水 錠内 浅海 田中 伊藤 亀ヶ谷 作田 三川 
    監事：佐藤 田中 理事外：村越 岩野 澤口 池田 野本 

議 題 内 容 

１． 会長挨拶 
 
 
 
２． 事務局報告（錠

内） 
 
 
 
 
 
３． 各部報告 
①地域リハビリ推進部

（浅海） 
 
 
 
②保険委員会（伊藤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国学会も無事終わった。1043名の県士会員を迎えている。 
ＯＴも他団体と互角に渡り合える力を持ってきている。また来

年は役員改選の年ですのでそれも見据えて活動して欲しい。 
 
・ヒューマン＆テクノランドに関して案内 
 県士会からもブースを出して参加する。 
・神奈川レッドリボン活動の案内 
・神奈川県病院学会に関して 
 →各団体からシンポジウムの募集をしているが、今のところ

参加しない予定。全団体から出るようであれば再考する。 
 
別紙資料あり 
・第 5回訪問ＯＴ研修会に関して 
チラシは次回広報にて、ＨＰには掲載済み 

・第 2回地域リハ勉強会  
12月 10日横浜リハビリテーションセンターにて 
 
別紙資料あり 
・訪問看護ステーションでの訪問リハビリ（訪問看護７）に関

して 
 どうするかを明確に出来ていない市町村が多く、情報収集も

上手く出来ない。 
浅井：県士会としては訪問看護７を勧めていくのか？ 
伊藤：協会としては訪問リハビリステーションを視野に入れて

いるとのこと。 
佐藤：ＯＴの職域を確保していく視点を入れていかなければ 
浅海：横浜市などからのきちんとした情報を手に入れていくこ

とが重要だと思う。 
錠内：引き続き情報収集を、また報告お願いします。 
・作業療法士学会実務者研修報告 
 後日資料が協会からＲＯＭにて配布される 
・鎌倉市訪問リハビリの実態調査（別紙あり） 
調査にあたり封筒および郵送費としての予算を補正して欲し

い。送りは無料なので返信分。 
錠内：事務局に依頼して下さい。 
伊藤：訪問介護７の必要性を訴える資料ともなる。 
清水：アンケートの結果を協会や県などにあげるのも必要。 



③福利部（田中） 
 
 
 
④ウェブサイト管理委

員会（作田） 
 
 
 
 
⑤広報部（池田委員代理

報告） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥学術部（三川） 
 
 
 
 
 
 

別紙資料あり 
7月 8日新入会員オリエン･歓迎会 
参加者 75名 年々増加しています。 
 
別紙資料 
・新規委員候補→小澤祐子氏 
 承認される 
・18年度の各部署のページに関して 
 連絡していない部署はよろしくお願いします 
 
別紙資料あり 
・印刷部数変更に関して 
・新入部員 
 澤口班：内藤朝子氏 木之下由夏氏 池田班：渡辺衣理氏 
 →承認される 
・18年度ＯＴ推進月間について（村越実行委員長） 
 作業療法体験デイ 8月 13日 ウイリング横浜 
 内容はほぼ昨年同様 
 施設見学会→土曜日希望者多い 
・ヨコハマ･ヒューマン＆テクノランド 
 県士会の展示をします。 
・来年度作業療法推進活動について 
①現在高校生などを対象に効果をあげているが、今後はＯＴを

対象となる方などに広報する必要があるのではないか。 
 また、家族や関連職種、広く一般に対しても。 
②来年度の体験デイの会場は？ウイリングが定着しているが。 
③ＯＴ推進月間ＨＰを作成してはどうか？ 
清水：各県士会いろいろやっている。ぜひ様々なことを考えて

実施してほしい。 
浅海：作品展などは励みになると思う。ボランティア講座など

もよいのでは。 
清水：福祉機器などの専門を認定するようなことも福祉用具検

討委員で検討して欲しい。 
三川：ウイリングはキャンセル料もかからず、会場費も安いの

でウイリングをとりあえず押さえておけばよいと思う。 
錠内：とりあえずウイリングを押さえて、検討しましょう。 
 
別紙資料あり 
・現職者研修の企画 
作田：新人プロを終了者のみか？ 
三川：終了者でなくてもよく、3年目以降でもよい。 
浅海：2日間というのは大変では？ 
浅海：協会の指針に従っている。 
伊藤：土曜に業務のところもあり、参加しづらくないか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑦情報統計部（錠内代理

報告） 
 
 
 
 
 
 
4.その他 
 
 
 
 
 

   そういった施設のＯＴに対しても配慮をしていけないだ

ろうか？ 
三川：12月までの実施は難しい。それゆえ広報の期間を長くと

るので、あとは参加者の判断できめてほしい。 
奥原：新人教育プログラムでは出来るだけ毎年入れ替えている。 
   しかし現職者研修はなかなか難しい。今回初めての試み

であるので、今後考えていきたい。 
清水：旅費が 4万円というのは？ 
三川：講師が県内で見つからない場合も考えてです。予算は準

備段階から実施、終了まですべてを含めたものです。 
清水：本日は準備会議費などの予算のみ補正したらどうか？ 
三川：会議費 1万、交通費 1万×2回で 4万円でどうか？ 
長谷川：補正をかける以上は近い将来必ず実施してください。 
補正予算 4万円→承認される。 
・2006年度生涯教育予算に関して（別紙資料あり、訂正あり） 
清水：会費は？ 
三川：県外の方からは資料代 1000円 
 
別紙資料あり 
・ＯＴ協会管理システムに関して 
 ＯＴ協会会員管理データシステム運営会議に錠内、松藤、大

西が出席 
 ＩＳＤＮ回線を事務局に引く。 
 ＰＣが 1台協会からくる。 
・新部員 友利幸之介氏→承認される 
 
・浅井理事より 
 来年度は改選がある。12月には来年度の進退を相談させてく 
ださい。 
 来年度の総会に間に合うように、来年度の事業計画を 1月、 

2月の理事会で決定し総会にかけたい。 
・亀ヶ谷理事より 
 住宅改修の講習会 12月に実施 
 

次回 9月 12日 三役会 
   9月 19日 理事会 

 以上 
 

報告者：野本義則  
文責：錠内広之 


